
令和 7年度 旧日本銀行新潟支店長役宅「砂丘館」指定管理者事業計画  

  
  
１. 管理運営の基本方針  

伝統的な建築物を大切に維持管理することはもちろん、『おもてなし』の心を大切に

管理運営します。  

  

２. 運営に関する業務  

・適切な人員配置を行い、お客様視点を心掛けた業務を行います。  

・業務研修は内容に応じて繰り返し行います。他施設との研修や交流も継続して進めま

す。 

・苦情を申し立てる人の立場に立って聞く姿勢を徹底することにより、苦情の申し立て

やすい環境を常に維持します。  

・苦情やご意見には迅速かつ適切に対応します。  

  

３. 自主事業  

別紙の通り  

  

４. 開館予定  

閑散期等において、臨時休館日を下記の通り年間 5 日間で設定いたします。また開館

時間の短縮（午後 7時閉館）の日程については下記の通り 81 日間設定しますが、その

期間中に貸館利用の申込がある場合は通常通りの午後 9時までの開館とします。  

臨時休館日や開館時間短縮の日程については、来館者に迷惑が及ばないように努力い

たします。  

◎臨時休館日：7 月 15 日、8 月 14・15 日、12 月 26・27 日 全 5日間  

◎短縮日程：令和 7年 12 月 9 日～令和 8年 3月 22 日 休館日を除く 81日間  

  
５. 人員体制  

  ○施設職員  
職  種  員数  備  考  

館長  １名  学芸員／防火管理者  

受付  ５名  （内１名非常勤）  

自主事業担当（非常勤）  ２名    

生活文化企画運営担当（非常勤）  １名    
  
  ○本社職員  

本社指定管理担当職員（本社勤

務）  
１名    

   本社は、館から報告を受けるとともに、随時必要な指示と支援を行います。  
 



６. 自己評価の手法  

広く施設見学者・利用者の生の声を集めるために、アンケートや感想ノートを常備

します。また自主事業時にはその都度アンケートを実施し、感想・意見を集めます。  
    アンケート結果をその後の管理運営に生かしていきます。  
    毎月、館職員・非常勤職員、新潟ビルサービス担当者を交えた運営ミーティングを実

施し、施設見学者・利用者の意見や要望を検討します。導き出された改善点や新たなア

イディアで見学者・利用者が関心を持てるような企画または運営方針を再構築し、運営

に活用します。  
  

７. 収支予算  

【収入】 （単位：千円）  
科  目  金  額  主 な 内 容  

指定管理料  12,795   市からの委託料  

自主財源  2,403   
イベント収入、企業メセナ、寄付金、喫茶収

入等  

合  計  15,198     

  
【支出】 （単位：千円）  

科  目  金  額  主 な 内 容  

人件費  10,324     

管理費  2,521   光熱水費、施設案内パンフ作成・発送費等  

自主事業費  2,353   
企画展展示材料費、イベント講師謝礼、喫

茶運営費等  

合  計  15,198     



 



 

 


